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q朱
しゅ

印
いん

船
せん

の航路と日
に

本
ほん

町
まち

q日本町（日本人町）の跡を
示す碑

ひ

（タイ・アユタヤ）

r朱印状（相国寺
蔵）　「日本より安
南国に到

いた

る舟
ふね

な
り」とある。1605
（慶長 10）年の朱
印状。

r朱印船（『末次船絵馬
下絵』，長崎歴史文化博

物館蔵）　朱印船の多く
は200トンから300トン
で，季節風を利用した。

1のち江戸・大坂の商人が加
入し，五か所商人とよばれた。

東アジア諸国
との関係改善

家
いえ

康
やす

は，秀
ひで

吉
よし

の強
きょう

圧
あつ

的な外交政

策をあらため，明
みん

や朝鮮との国
こっ

交
こう

回復をはかるとともに，東南アジア諸国との親
しん

睦
ぼく

につとめた。

　ルソン・安
あん

南
なん

（ベトナム）・カンボジア・シャム（タ

イ）などには親
しん

書
しょ

を送り，家康が発
はっ

給
きゅう

した渡
と

航
こう

証明

書である朱
しゅ

印
いん

状
じょう

をもつ船の保護と貿易の許可を求

めた。朱印状は，九州諸大
だい

名
みょう

や幕府と関係の深い豪
ごう

商
しょう

にあたえられた。この朱
しゅ

印
いん

船
せん

貿易によって輸出さ

れたものは，銀・銅・鉄・硫
い お う

黄などの鉱
こう

産
さん

物
ぶつ

や工芸

品などで，輸入品は，中国の生
き

糸
いと

・絹織物，南方産

の象
ぞう

牙
げ

・鹿
しか

皮・鮫
さめ

皮・砂糖などであった。最大の貿

易相手は，マカオを根
こん

拠
きょ

地としたポルトガルだった。

1604（慶
けい

長
ちょう

9）年，幕府は京都・堺
さかい

・長崎の特定商人
1

キリスト教禁止と鎖国3
bp.109

に糸
いと

割
わっ

符
ぷ

仲間をつくらせ，舶
はく

載
さい

した生糸の購入価格を決めて一
いっ

括
かつ

輸入

する糸割符制度を始めた。

　貿易がさかんになると，海外に移住する日本人も増え，東南アジア

各地に日
に

本
ほん

町
まち

ができ，自
じ

治
ち

が認められた。なかには，シャムの王室に

重く用いられた山
やま

田
だ

長
なが

政
まさ

のような者も出た。

　幕府と明との国交は回復しなかったが，幕府が中国の商船を歓迎し

たことから，長崎や平
ひら

戸
ど

に来航する中国船（唐
とう

船
せん

）は多かった。また，

東南アジアの各地で，日本と明の商人が取り引きする出
で

会
あい

貿易もさか

んに行われた。
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q大坂の安
あ

治
じ

川
がわ

河
が

岸
し

のにぎ
わい（『菱

ひ

垣
がき

新
しん

綿
めん

番
ばん

船
せん

川
かわ

口
ぐち

出
しゅっ

帆
ぱん

之

図』，大阪城天守閣蔵）　新綿を
菱
ひ

垣
がき

廻
かい

船
せん

で江戸に運ぶレースは
年中行事になった。向こう岸に
菱垣問

とい

屋
や

，手前に樽
たる

問屋の倉庫
がならんでいる。

e日
に

本
ほん

橋
ばし

界
かい

隈
わい

の魚市場（『日本
橋真

しん

景
けい

并
ならび

ニ魚市全図』，国文学

研究資料館蔵）　大坂堂
どう

島
じま

の米
市場や天

てん

満
ま

の青物市，江戸神
かん

田
だ

の青物市とともに，取り引きの
円
えん

滑
かつ

化のための専門の卸
おろし

売
うり

市場
として形成された。

三都の繁栄
江戸は，旗

はた

本
もと

・御
ご

家
け

人
にん

や，参
さん

勤
きん

した大
だい

名
みょう

とその家

臣などが居住し，最大の消費都市となった。幕府

直
ちょっ

轄
かつ

地
ち

の年
ねん

貢
ぐ

の多くは，江戸浅
あさ

草
くさ

にある米蔵におさめられ，幕府の経

費や旗本・御家人の俸
ほう

禄
ろく

をまかなった。旗本・御家人の俸禄は，札
ふだ

差
さし

とよばれる商人に委
い

託
たく

して販売され，江戸の庶
しょ

民
みん

の食料となった。ま

た，専門の卸
おろし

売
うり

市場として，日
に

本
ほん

橋
ばし

の魚市場や神
かん

田
だ

の青
あお

物
もの

市場などが

形成された。

　しかし，関東地方の農村の商品生産では，ぼう大な人口をかかえる

江戸の需
じゅ

要
よう

をまかなうことができなかったので，消費物資の多くは，

上
かみ

方
がた

（京都や大坂）からの輸送に依存した。

　大坂は，西日本や北陸・東北地方の藩
はん

の年貢米や産物が集まり，「天

経済と産業の発達2
bp.114

下の台所」とよばれた。藩の年貢米や産物は，大

坂にある藩の蔵
くら

屋
や

敷
しき

に運ばれ，蔵
くら

元
もと

・掛
かけ

屋
や

などの

商人が販売した。堂
どう

島
じま

にできた米市場では，米の

先
さき

物
もの

取り引きも行われた。

　朝廷や多くの寺
じ

社
しゃ

の本
ほん

山
ざん

がある京都は，西
にし

陣
じん

織
おり

，

友
ゆう

禅
ぜん

染
ぞめ

，清
きよ

水
みず

焼
やき

など，高度な技術をもつ手工業が

発達した伝統工芸の中心都市であった。

　17世紀後半，江戸・大坂・京都の三
さん

都
と

は，当時

世界でも有数の人口をもつ大都市となった。三都

は，全国的な流通の中心地として発展し，諸藩の

城下町は，領内の物資が集まる中心となった。

　三都や城下町で商業や流通の中心となったのは，

問
とい

屋
や

商人であった。大坂や江戸への積み荷をあつ

bp.138
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w第二次世界大戦中のヨー
ロッパ

1日本とソ連は，満
まん

州
しゅう

国の国
境をめぐって張

ちょう

鼓
こ

峰
ほう

（1938年
7月）やノモンハン（1939年5
月）で紛争をひきおこした。

21894年に締
てい

結
けつ

され，治
ち

外
がい

法
ほう

権
けん

を撤
てっ

廃
ぱい

した。1911年の
改正で，日本は関税自主権を
回復した。
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第二次世界大戦
の勃発と日本

ヨーロッパでも戦争の危機が高まっていた。ドイ

ツは，1939（昭和14）年8月にソ連と不
ふ

可
か

侵
しん

条約を

結び，翌9月にドイツとソ連は東西からポーランドに進撃を開始した。

イギリスとフランスはただちにドイツに宣戦し，ここに第二次世界大

戦が勃
ぼっ

発
ぱつ

した。ただ，こののち戦
せん

線
せん

はしばらくは大きく動かなかった。

　ドイツは，以前から日本に軍事同盟を結ぶことを要求していたが，

突然独ソ不可侵条約
1

が結ばれたため，平
ひら

沼
ぬま

騏
き

一
いち

郎
ろう

内閣は，「欧州情勢

は複雑怪
かい

奇
き

」と声
せい

明
めい

して総辞職した。その後，阿
あ

部
べ

信
のぶ

行
ゆき

，米
よ

内
ない

光
みつ

政
まさ

の

両内閣は，ドイツとの軍事同盟には消極的な姿勢を示し，日中戦争の

解決につとめようとしたが，いずれも短命におわった。

　他方，アメリカは，日本の東
とう

亜
あ

新秩序建設にもとづく中国での行動

や，1939年の海
かい

南
なん

島占領で示された南方進出（南
なん

進
しん

）の動きをみて警戒

を強め，日米通
つう

商
しょう

航海条約
2

の廃棄を通
つう

告
こく

して，日本を牽
けん

制
せい

した。翌

1940年1月，日米通商航海条約が失
しっ

効
こう

すると，日本では，石油・ゴム・

ボーキサイトなどの重要資源を確保し，あわせて南方からのアメリ

カ・イギリスの蔣
しょう

介
かい

石
せき

へ
チャン

の
チエ

援
シー

助物資の輸送路を断ちきるため，南方進

出がいっそう強く主張されるようになった。

三国同盟と
新体制運動

1940年にはいり，欧州戦線はドイツ側に有利に動

き始めた。ドイツ軍は，デンマーク・ノルウェー・

オランダ・ベルギーを占領し，6月にはフランスを降伏させた。同月，

イタリアもドイツ側に参戦した。

　このような情勢のなかで，1940（昭和15）年7月，近
この

衛
え

文
ふみ

麿
まろ

が，軍
ぐん

部
ぶ

をはじめ各界の期待を受けて第2次近衛内閣を組織した。近衛内閣は，
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q太平洋戦争への突入　日本軍の真珠湾奇襲攻撃を受
け，炎上する米戦艦ウェスト・バージニア。

qビルマの油田地帯を攻撃
する日本軍（1942.4）

q占領地住民の徴
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タイとビルマを結ぶ泰
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緬
めん

鉄道の
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r1943年11月に開かれた大
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多数を獲得した（翼
よく

賛
さん

選挙）。そして，選挙後には彼らが中心となって

翼賛政治会が組織され，ほかの会
かい

派
は

は禁止された。これ以後，議会の

機能は大幅に低下した。

　しかし，1942年6月にはミッドウェー海戦で大敗して機動艦
かん

隊
たい

に大

損害を受け，戦
せん

局
きょく

の焦点であった南太平洋のガダルカナル攻防戦にも

敗北して，戦局はしだいに日本に不利になっていった。

　日本は戦争の目的を，自衛と大
だい

東
とう

亜
あ

共
きょう

栄
えい

圏
けん

の建設によりアジアを欧

米の植民地支配から解放することとしていた。しかし，実際は戦争継

続に必要な資材の供給地として占領地域を支配したため，各地で抗
こう

日
にち

運動がおこった。これに対して，1943年にビルマとフィリピンの独立

を承認するとともに，マレーとインドネシアには段階的に自
じ

治
ち

をあた

えることを明らかにした。11月には東京で満州・中国（汪
おう

兆
ちょう

銘
めい

）・タイ・

フィリピン・ビルマ・自由インドなどと大東亜会議を開催し，アジア

諸国の解放と相互協力をうたった大東亜共同宣言を発したが，アジア

の人々の心をとらえることはできなかった。
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q特需による活
かっ

況
きょう

を呈
てい

する
製
せい

糸
し

工場（1950.8）

q日本の国家賠償と無
む

償
しょう

経
済協力（通産省『経済協力白書』
1969年版ほか）

国名 供与総額
（億円）

発効
年

期間
（年）

賠償

ビルマ
フィリピン
インドネシア
南ベトナム
計

 720
1980
 803
 140.4
3643.4

1955
1956
1958
1960

10
20
12
 5

無償経済協力

ラオス
カンボジア
ビルマ
韓国
マレーシア
シンガポール
計

  10
  15
 504
1080
  29.4
  29.4
1667.8

1959
1959
1965
1965
1968
1968

 6
 7
12
10
 3
 3

　ところが，1950年6月に朝鮮戦争が始まると，アメリカ軍か

ら日本に対する大量の物資の注文がまいこんだ。この朝鮮特
とく

需
じゅ

をきっかけに日本経済は立ち直り始めた。

独立後の日本経済
1952（昭和27）年にサンフランシスコ平和条約が発

はっ

効
こう

して，

日本は独立した。しかし同時に，日米安全保障条約を結んで，

日本はアメリカの「共産主義封
ふう

じ込
こ

め政策」に協力することに

なった。そのためにも日本の経済的自立がめざされ，日本は

アメリカの支持のもと，自由貿易体制を維持するための機関である国際通

貨基金（IMF）と関税と貿易に関する一般協定（G
ガ ッ ト

ATT）に加盟し，貿易を拡

大する道が開かれた。

　サンフランシスコ平和条約により，日本は，かつて日本軍が占領した

国々に賠償を支払う義務を課せられていた。当初，中華人民共和国とは国
こっ

交
こう

が結ばれていなかったため，賠償の対象はおもに東南アジアの諸国とな

った。日本がこれらの諸国との関係を回復するのは，賠償の支払いと，そ

れをおぎなう形で始まった経済協力を通じてであった。

　賠償は，1955（昭和30）年のビルマ（現ミャンマー）への支払いから始まっ

たが，賠償に準ずるものとして，無
む

償
しょう

の経済協力も行われた。ただし，賠

償や経済協力は現金を支払ったわけではなく，政府が相手国の希望をきい

たうえで，それに必要な資材などにみあう金額を日本の民間企業に支払い，

民間企業が生産物またはサービスを相手国に提供する形をとった。つまり，

賠償や経済協力は，日本製品の輸出を増大させる役割をはたしたのである。

また賠償は，ダム建設，電気器具組立工場，自動車や船
せん

舶
ぱく

など重工業品が

中心であったから，日本の重化学工業化を促進する役割もはたした。賠償

につづいて経済協力を本格化した日本は，やがてアジア諸国との通
つう

商
しょう

協定

の締
てい

結
けつ

も実現していった。

高度成長へ
朝鮮戦争をきっかけに立ち直り始めた日本経済は，アメリカを中心

とする国際貿易体制への参加と，賠償をきっかけとしたアジア諸国との経

済関係の回復にささえられて，1955年以降に高度成長を迎える。こうした

日本経済の成長とともに，国際社会からは貿易自由化や資本の自由化を求

める声が高まった。日本は，1963年にGATT11条国，1964年にIMF8条国

に移行し，国際収支上の理由で貿易を制限することができなくなった。さ

らに外
がい

資
し

規制の緩
かん

和
わ

など，いっそうの自由化につとめることで，1964年に

は，欧米先進国をメンバーとする経済開発協力機構（OECD）への加盟を認

められた。経済の開放により，さらなる成長がうながされ，日本の国際的

な立場も向上した。
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朝鮮戦争をきっかけに立ち直り始めた日本経済は，アメリカを中心

とする国際貿易体制への参加と，賠償をきっかけとしたアジア諸国との経

済関係の回復にささえられて，1955年以降に高度成長を迎える。こうした

日本経済の成長とともに，国際社会からは貿易自由化や資本の自由化を求

める声が高まった。日本は，1963年にGATT11条国，1964年にIMF8条国

に移行し，国際収支上の理由で貿易を制限することができなくなった。さ

らに外
がい

資
し

規制の緩
かん

和
わ

など，いっそうの自由化につとめることで，1964年に

は，欧米先進国をメンバーとする経済協力開発機構（OECD）への加盟を認

められた。経済の開放により，さらなる成長がうながされ，日本の国際的

な立場も向上した。
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265 キャプション

q国鉄の民営化前夜に行われた出発式（1987.3） q消費税導入を柱とする法案の強行採
さい

決
けつ

（1988.11）

qリクルート事件で国会答
とう

弁
べん

をする竹下首相（1989.4）

e今
きん

上
じょう

天皇の即
そく

位
い

祝賀パレード（1990.11）

q新しい元号が「平成」に（1989.1）

2防衛費は毎年5～6％増加
し，1987年度には，先に三

み

木
き

内閣が定めた防衛費は国民
総生産（GNP）の1％以内とす
るという枠

わく

を突破した。こう
した防衛力増強は，アジア諸
国から警戒の目を向けられた。
3電報や電話事業を行ってき
た日本電信電話公

こう

社
しゃ

はNTTに，
たばこと塩の独占的製造と専

せん

売
ばい

を行ってきた日本専売公社
はJTに，日本国有鉄道はJRに
改
かい

組
そ

された。

が，依然として低成長がつづいていた。さらに，自民党政権が財政の

主導による景気回復策をとったり，インフラ整備や福祉・防衛
2

の予算

を増加したりしたため，大幅な財政赤字が生じ，財政再建が政府の重

要な課題となった。1981（昭和56）年に発
ほっ

足
そく

した第2次臨時行
ぎょう

政
せい

調査会

（臨
りん

調
ちょう

）は，「増税なき財政再建」を目標として，行政の役割の見直しや

民間部門の役割の積極化などを主張し，公共事業の抑制，公務員給与

の抑制と定員減，福祉や教育などの政府負担の軽減などを求めた。 

　1982年に「戦後政治の総決算」をとなえて成立した中
なか

曽
そ

根
ね

康
やす

弘
ひろ

内閣は，

行
ぎょう

財
ざい

政
せい

改革に着
ちゃく

手
しゅ

し，官
かん

営
えい

事業としていとなんできた電信・電話事業

とたばこ産業を1985年に，1987年には日本国有鉄道を民営化
3

した。ま

た，公務員給与の抑制や省
しょう

庁
ちょう

の統廃合などにより，小さな政府の実現

をめざしたが，こうした財政の抑制によって，健康保険や年金などの

社会保障制度が後退した。

　ついで，1987年に中曽根内閣からかわった竹
たけ

下
した

登
のぼる

内閣は，国民のあ

いだに根強い反対のあった消費税を導入したが，同時期に政治資金を

めぐる疑
ぎ

惑
わく

が発
はっ

覚
かく

し（リクルート事件），竹下内閣が退
たい

陣
じん

するなど，内

閣の交替があいついだ。このあいだの1989年1月，昭和天皇が病
びょう

没
ぼつ

し，

元
げん

号
ごう

が平成となった。
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足
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　1982年に「戦後政治の総決算」をとなえて成立した中
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曽
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根
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康
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弘
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し，官
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営
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事業としていとなんできた電信・電話事業

とたばこ産業を1985年に，1987年には日本国有鉄道を民営化
3

した。ま

た，公務員給与の抑制や省
しょう

庁
ちょう

の統廃合などにより，小さな政府の実現

をめざしたが，こうした財政の抑制によって，健康保険や年金などの

社会保障制度が後退した。

　ついで，1987年に中曽根内閣からかわった竹
たけ

下
した

登
のぼる

内閣は，国民のあ

いだに根強い反対のあった消費税を導入したが，同時期に政治資金を

めぐる疑
ぎ

惑
わく

が発
はっ

覚
かく

し（リクルート事件），竹下内閣が退
たい

陣
じん

するなど，内

閣の交替があいついだ。このあいだの1989年1月，昭和天皇が病
びょう

没
ぼつ

し，

元
げん

号
ごう

が平成となった。
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q独立国家共同体の調
ちょう

印
いん

式
（1991.12）　ソ連の消滅を宣言
し，CIS創設に参加した各共和
国首

しゅ

脳
のう

。

wベルリンの壁の解放　西
側への逃亡を阻

そ

止
し

するため
1961年に，東ドイツ政府によ
って築かれたベルリンの壁は，
1989年11月10日，民衆によっ
て解放された。

1ロシアやカザフスタンなど，
旧ソ連の11の共和国で構成
するゆるやかな連合体。

2日本社会党，公明党，民社
党，日本新党，新生党，新党
さきがけ，社会民主連合，民
主改革連合の8党派。

激変する世界と日本14
新しい
国際秩序と
日本の課題

ソ連の解体と
冷戦の終結

1980年代末，国際情勢は大きく動いた。社会主義

諸国では，ポーランドで自主的に結成された労働

組合が政府に対抗するなど，市民と政府の対立が深まっていった。

1985（昭和60）年，ソ連でゴルバチョフ政権が成立し，ペレストロイカ

（政治や経済などの改革）が進められると，その波は東ヨーロッパ諸国

に広がった。ソ連共産党ばなれが進むとともに，政治の民主化や経済

の自由化の動きが急激に進み，1989（平成元）年には政治改革を求める

市民運動によって，各国の共産党政権が崩
ほう

壊
かい

した。なかでもこの年の

11月には東西ベルリンをへだてていたベルリンの壁
かべ

がとり払われ，12

月には地中海マルタ島で，ゴルバチョフとアメリカのブッシュ大統領

が会談し，冷
れい

戦
せん

の終結を宣言した。

　さらに，1990年には東西に分裂していたドイツが統一された。ソ連

でも，これまでのソ連共産党一
いっ

党
とう

独
どく

裁
さい

政治に対する人々の批判がふき

出した。1991年，各民族のあいだで自立の要求が高まり，連
れん

邦
ぽう

を構成

していた各共和国が独立国家共同体（CIS
1

）を結成し，ソ連は解体した。

55年体制の
終幕

冷戦の終結は，保守対革
かく

新
しん

を基調としてきた55年

体制にも強い影響をあたえた。竹
たけ

下
した

登
のぼる

内閣におけ

るリクルート疑
ぎ

惑
わく

や，宮
みや

沢
ざわ

喜
き

一
いち

内閣における佐
さ

川
がわ

急便グループ事件な

どは，政治に対する国民の怒りを増
ぞう

幅
ふく

させた。こうしたなかで，小選

挙区制導入をめぐって，1993（平成5）年，自由民主党に内
ない

紛
ふん

がおこり，

宮沢内閣不信任案が可決されて，衆議院議員選挙が実
じっ

施
し

された。

　この選挙で自由民主党は議席の過半数を獲得できず，日本新党の細
ほそ

川
かわ

護
もり

熙
ひろ

を首相とする8党
とう

派
は

の連立内閣
2

が成立した。これにより，自由
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印
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し，CIS創設に参加した各共和
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脳
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側への逃亡を阻

そ

止
し

するため
1961年に，東ドイツ政府によ
って築かれたベルリンの壁は，
1989年11月10日，民衆によっ
て解放された。
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旧ソ連の11の共和国で構成
するゆるやかな連合体。

2日本社会党，公明党，民社
党，日本新党，新生党，新党
さきがけ，社会民主連合，民
主改革連合の8党派。

激変する世界と日本14
新しい
国際秩序と
日本の課題

ソ連の解体と
冷戦の終結

1980年代末，国際情勢は大きく動いた。社会主義

諸国では，ポーランドで自主的に結成された労働

組合が政府に対抗するなど，市民と政府の対立が深まっていった。

1985（昭和60）年，ソ連でゴルバチョフ政権が成立し，ペレストロイカ

（政治や経済などの改革）が進められると，その波は東ヨーロッパ諸国

に広がった。ソ連共産党ばなれが進むとともに，政治の民主化や経済

の自由化の動きが急激に進み，1989（平成元）年には政治改革を求める

市民運動によって，各国の共産党政権が崩
ほう

壊
かい

した。なかでもこの年の

11月には東西ベルリンをへだてていたベルリンの壁
かべ

がとり払われ，12

月には地中海マルタ島で，ゴルバチョフとアメリカのブッシュ大統領

が会談し，冷
れい

戦
せん

の終結を宣言した。

　さらに，1990年には東西に分裂していたドイツが統一された。ソ連

でも，これまでのソ連共産党一
いっ

党
とう

独
どく

裁
さい

政治に対する人々の批判がふき

出した。1991年，各民族のあいだで自立の要求が高まり，連
れん

邦
ぽう

を構成

していた各共和国が独立国家共同体（CIS
1

）を結成し，ソ連は解体した。

55年体制の
終幕

冷戦の終結は，保守対革
かく

新
しん

を基調としてきた55年

体制にも強い影響をあたえた。竹
たけ

下
した

登
のぼる

内閣におけ

るリクルート疑
ぎ

惑
わく

や，宮
みや

沢
ざわ

喜
き

一
いち

内閣における佐
さ

川
がわ

急便グループ事件な

どは，政治に対する国民の怒りを増
ぞう

幅
ふく

させた。こうしたなかで，小選

挙区制導入をめぐって，1993（平成5）年，自由民主党に内
ない

紛
ふん

がおこり，

宮沢内閣不信任案が可決されて，衆議院議員選挙が実
じっ

施
し

された。

　この選挙で自由民主党は議席の過半数を獲得できず，日本新党の細
ほそ

川
かわ

護
もり

熙
ひろ
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とう

派
は
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272 側注

不安定な政治
2006（平成18）年に小

こ

泉
いずみ

首相が退
たい

陣
じん

したのちも，自

由民主党政権はつづいたが，いずれも短命内閣で

あった
1

。2008年，アメリカの不動産価格の暴
ぼう

落
らく

の影響により世界同時

不況が発生し，日本の景気もふたたび悪化した。このようななか，

2009年の衆議院議員選挙では，労働組合「連合」や無党派層の支持を集

めて勝利した民主党を中心に，3党連立の鳩
はと

山
やま

由
ゆ

紀
き

夫
お

内閣
2

が成立した。

　鳩山内閣は，脱
だつ

官
かん

僚
りょう

や政治主導をスローガンに政治改革を進め，事

業仕分けなどで国民の関心を集めた。しかし，沖縄の米軍普
ふ

天
てん

間
ま

基地

の移設問題や政治資金問題によって行きづまり，2010年に総辞職した。

かわって，民主党の菅
かん

直
なお

人
と

が内閣を組織したが，参議院選挙での不
ふ

振
しん

や，党内対立により，政治は安定しなかった。尖
せん

閣
かく

諸
しょ

島
とう

をめぐる問題

により日中関係も悪化した。

東日本大震災
2011（平成23）年3月11日，東北沖の太平洋を震源

とする超巨大地震
3

が発生した。はげしい揺れにつ

づいて巨大津波が東北から関東の太平洋岸をおそい，約2万人が犠
ぎ

牲
せい

になった。東京電力福島第一原子力発電所では，大量の放射性物質を

放出する深刻な事故が発生し，多数の住民が避
ひ

難
なん

を余
よ

儀
ぎ

なくされた

（東日本大震災）。菅内閣は，震災や原発事故への対応に苦しみ総辞職

し，2011年9月に同じく民主党の野
の

田
だ

佳
よし

彦
ひこ

が内閣を組織した。

政治や経済の新
しい動き

2012（平成24）年の衆議院議員選挙で民主党は敗北

し，野田内閣は総辞職した。かわって自民党の安
あ

倍
べ

晋
しん

三
ぞう

が2度目の内閣を組織した
4

。安倍内閣は，大規
き

模
ぼ

な金融緩
かん

和
わ

に

よって流通する通貨量を増やすとともに，公共事業を機動的に行うこ

とで景気を刺
し

激
げき

し，規制緩和によって企業活動を活発化させ，経済成

長をうながそうとした。一方で，増大する社会保障費の財源を確保す

るため，消費税率の引き上げを実
じっ

施
し

した。

　また，安倍内閣は日本をとりまく安全保障環境が大きく変化してい

るとの認識に立ち，2013年には特定秘密保護法を成立させた。2014年

には集団的自衛権の行
こう

使
し

を限定的に容
よう

認
にん

することを決め，2015年には

安全保障関連法を成立させた。
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q東日本大震災で発生した
津波によって建物にのりあ
げたバス（2011）

q東日本大震災で事故がおき
た福島第一原子力発電所
（2011）

q天皇の退
たい

位
い

等に関する皇
こう

室
しつ

典
てん

範
ぱん

特例法の成立（2017.6）
この特例法によって，江戸時代
の光

こう

格
かく

天皇以来，約200年ぶり
に天皇の生

せい

前
ぜん

退位が実現するこ
とになった。

12006年に安
あ

倍
べ

晋
しん

三
ぞう

内閣，
2007年に福

ふく

田
だ

康
やす

夫
お

内閣，2008
年に麻

あ そ う

生太
た

郎
ろう

内閣にかわった。
2民主党，社会民主党，国民
新党による連立政権。2010
年に社会民主党が離

り

脱
だつ

。
3マグニチュード9.0。日本
付近で発生した地震としては，
観測史上最大。
4公明党との連立政権。
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由民主党政権はつづいたが，いずれも短命内閣で

あった
1

。2008年，アメリカの不動産価格の暴
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2009年の衆議院議員選挙では，労働組合「連合」や無党派層の支持を集

めて勝利した民主党を中心に，3党連立の鳩
はと

山
やま

由
ゆ

紀
き

夫
お

内閣
2

が成立した。

　鳩山内閣は，脱
だつ

官
かん

僚
りょう

や政治主導をスローガンに政治改革を進め，事

業仕分けなどで国民の関心を集めた。しかし，沖縄の米軍普
ふ

天
てん

間
ま

基地

の移設問題や政治資金問題によって行きづまり，2010年に総辞職した。

かわって，民主党の菅
かん

直
なお

人
と

が内閣を組織したが，参議院選挙での不
ふ

振
しん

や，党内対立により，政治は安定しなかった。尖
せん

閣
かく

諸
しょ

島
とう

をめぐる問題

により日中関係も悪化した。

東日本大震災
2011（平成23）年3月11日，東北沖の太平洋を震源

とする超巨大地震
3

が発生した。はげしい揺れにつ

づいて巨大津波が東北から関東の太平洋岸をおそい，約2万人が犠
ぎ

牲
せい

になった。東京電力福島第一原子力発電所では，大量の放射性物質を

放出する深刻な事故が発生し，多数の住民が避
ひ

難
なん

を余
よ

儀
ぎ

なくされた

（東日本大震災）。菅内閣は，震災や原発事故への対応に苦しみ総辞職

し，2011年9月に同じく民主党の野
の

田
だ

佳
よし

彦
ひこ

が内閣を組織した。

政治や経済の新
しい動き

2012（平成24）年の衆議院議員選挙で民主党は敗北

し，野田内閣は総辞職した。かわって自民党の安
あ

倍
べ

晋
しん

三
ぞう

が2度目の内閣を組織した
4

。安倍内閣は，大規
き

模
ぼ

な金融緩
かん

和
わ

に

よって流通する通貨量を増やすとともに，公共事業を機動的に行うこ

とで景気を刺
し

激
げき

し，規制緩和によって企業活動を活発化させ，経済成

長をうながそうとした。一方で，増大する社会保障費の財源を確保す

るため，消費税率の引き上げを実
じっ

施
し

した。

　また，安倍内閣は日本をとりまく安全保障環境が大きく変化してい

るとの認識に立ち，2013年には特定秘密保護法を成立させた。2014年

には集団的自衛権の行
こう

使
し

を限定的に容
よう

認
にん

することを決め，2015年には

安全保障関連法を成立させた。
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q東日本大震災で発生した
津波によって建物にのりあ
げたバス（2011）

q東日本大震災で事故がおき
た福島第一原子力発電所
（2011）

12006年に安
あ
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べ

晋
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三
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内閣，
2007年に福

ふく

田
だ

康
やす

夫
お

内閣，2008
年に麻

あ そ う

生太
た

郎
ろう

内閣にかわった。
2民主党，社会民主党，国民
新党による連立政権。2010
年に社会民主党が離

り

脱
だつ

。
3マグニチュード9.0。日本
付近で発生した地震としては，
観測史上最大。
4公明党との連立政権。

q皇
こう

位
い

継
けい

承
しょう

の儀式（2019.5）
江戸時代の光

こう

格
かく

天皇以来，約
200年ぶりとなる天皇の生

せい

前
ぜん

退
たい

位
い

を実現するための法律が制定
され，皇位が継承された。元号
も平成から令和となった。
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巻末年表　297

 2005 日本国際博覧会
(愛知万博)開催

 10 改正臓器移植法施
行　常用漢字表改
定　小惑星探査機
はやぶさ，地球に
帰還

 11 サッカー女子ワール
ドカップで日本代
表が初優勝

 13 富士山が世界遺産
に登録　2020年オ
リンピック・パラリ
ンピックの東京開
催が決定

 2004 EU25か国に
  スマトラ沖地震
 05 京都議定書発効

 06 北朝鮮，核実験

 08 四川大地震
  世界金融危機拡大

 11 チュニジア・エジプ
ト・リビアで独裁
政権崩壊　南スー
ダン独立　世界の
人口70億人突破

 15 米・キューバ，54
年ぶりに国交回復

  パリ協定採択

 17 国連で核兵器禁止
条約採択

今上 小泉 2004 平成16 1 自衛隊イラク派遣　6 年金改革関連法・有事法
制関連７法成立

〃 〃 2005 17 4 個人情報保護法全面施行　10 郵政民営化法成
立（2007年民営化）

〃 小泉･安倍 2006 18 5 会社法施行　日米政府，在日米軍再編合意　
12 改正教育基本法成立

〃 安倍･福田 2007 19 5 国民投票法成立
〃 福田･麻生 2008 20 1 薬害肝炎救済法成立　4 後期高齢者医療制度導

入
〃 麻生･鳩山 2009 21 5 裁判員制度導入　6 海賊対処法成立　9 民主党

中心の連立政権成立
〃 鳩山･菅 2010 22 4 宮崎で口蹄疫被害発生　8 広島平和記念式典に

国連事務総長・米大使初出席
〃 菅･野田 2011 23 3 東日本大震災　福島県で原子力発電所の事故発

生
〃 野田･安倍 2012 24 5 国内の原子力発電所がすべて停止（7月に大飯原

発が再稼働，2013年9月に再度停止）
〃 安倍 2013 25 4 改正公職選挙法成立（インターネットを使った選

挙運動解禁）　12 特定秘密保護法成立
〃 〃 2014 26 1 国家安全保障局発足　7 集団的自衛権行使を限

定容認する政府見解を閣議決定
〃 〃 2015 27 6 改正公職選挙法成立（選挙権年齢を18 歳以上

に引き下げ）　8 川内原発が新規制基準下で初の
再稼働　9 安全保障関連法成立

〃 〃 2016 28 5 米大統領が現職大統領として初の広島訪問
〃 〃 2017 29 6 天皇の退位等に関する皇室典範特例法成立　

改正組織犯罪処罰法成立（テロ等準備罪の新設）
〃 〃 2018 30 6 改正民法成立（成人年齢を18 歳に引き下げ）

日本の歴史では，「奈良時代」「江戸時代」など，国の政治が行われた場所などをもとに時代が区切られ，名前がつ
けられている。下は等尺年表といい，各時代がどのくらいの長さかを示している。

干支は，中国の殷の時代にはすでに使われていたといわれる年代のあらわし方で，五行十干と十二支の組み合わせで
つくられ，60年で一回り（還暦）する。また十二支は，江戸時代まで時刻や方位をあらわすのにも使われていた。
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 2005 日本国際博覧会
(愛知万博)開催

 10 改正臓器移植法施
行　常用漢字表改
定　小惑星探査機
はやぶさ，地球に
帰還

 11 サッカー女子ワール
ドカップで日本代
表が初優勝

 13 富士山が世界遺産
に登録　2020年オ
リンピック・パラリ
ンピックの東京開
催が決定

 2004 EU25か国に
  スマトラ沖地震
 05 京都議定書発効

 06 北朝鮮，核実験

 08 四川大地震
  世界金融危機拡大

 11 チュニジア・エジプ
ト・リビアで独裁
政権崩壊　南スー
ダン独立　世界の
人口70億人突破

 15 米・キューバ，54
年ぶりに国交回復

  パリ協定採択

 17 国連で核兵器禁止
条約採択

 19 米露のINF全廃条
約が失効

 小泉 2004 平成16 1 自衛隊イラク派遣　6 年金改革関連法・有事法
制関連７法成立

〃 〃 2005 17 4 個人情報保護法全面施行　10 郵政民営化法成
立（2007年民営化）

〃 小泉･安倍 2006 18 5 会社法施行　日米政府，在日米軍再編合意　
12 改正教育基本法成立

〃 安倍･福田 2007 19 5 国民投票法成立
〃 福田･麻生 2008 20 1 薬害肝炎救済法成立　4 後期高齢者医療制度導

入
〃 麻生･鳩山 2009 21 5 裁判員制度導入　6 海賊対処法成立　9 民主党

中心の連立政権成立
〃 鳩山･菅 2010 22 4 宮崎で口蹄疫被害発生　8 広島平和記念式典に

国連事務総長・米大使初出席
〃 菅･野田 2011 23 3 東日本大震災　福島県で原子力発電所の事故発

生
〃 野田･安倍 2012 24 5 国内の原子力発電所がすべて停止（7月に大飯原

発が再稼働，2013年9月に再度停止）
〃 安倍 2013 25 4 改正公職選挙法成立（インターネットを使った選

挙運動解禁）　12 特定秘密保護法成立
〃 〃 2014 26 1 国家安全保障局発足　7 集団的自衛権行使を限

定容認する政府見解を閣議決定
〃 〃 2015 27 6 改正公職選挙法成立（選挙権年齢を18 歳以上

に引き下げ）　8 川内原発が新規制基準下で初の
再稼働　9 安全保障関連法成立

〃 〃 2016 28 5 米大統領が現職大統領として初の広島訪問
〃 〃 2017 29 6 天皇の退位等に関する皇室典範特例法成立　

改正組織犯罪処罰法成立（テロ等準備罪の新設）
〃 〃 2018 30 6 改正民法成立（成人年齢を18 歳に引き下げ）
    12 TPP11協定発効
今上 〃 2019 令和元 5 皇位継承にともない平成から令和へ改元
    6 金融・世界経済に関する首脳会合（G20 サミット），

大阪で開催

明仁（平
成の天皇）

日本の歴史では，「奈良時代」「江戸時代」など，国の政治が行われた場所などをもとに時代が区切られ，名前がつ
けられている。下は等尺年表といい，各時代がどのくらいの長さかを示している。

干支は，中国の殷の時代にはすでに使われていたといわれる年代のあらわし方で，五行十干と十二支の組み合わせで
つくられ，60年で一回り（還暦）する。また十二支は，江戸時代まで時刻や方位をあらわすのにも使われていた。
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言葉の壁をこえるオリンピック
学生がささえた1964年のオリンピック通訳
オリンピックには，世界中のさまざまな国や地域から多くの人々が

やってくる。1964（昭和39）年の東京オリンピックより前のオリンピック開

催地は欧米諸国であり，オリンピックの公
こう

用
よう

語である英語，またはフラン

ス語（仏語）が通用する国であったが，日本はそうではなかった。そのため

日本が言葉の問題にうまく対処できるかどうかが懸
け

念
ねん

された。

　東京オリンピック組織委員会は，スムーズな大会運営のために，参加選

手・役員の約10人に1人の割合で通訳を準備することにした。英語または

仏語が得意な大学生から選定された「学生通訳」が約300人，一般公
こう

募
ぼ

の「一

般通訳」（英・仏・スペイン・ドイツ・ロシア語）約900人が採用されたが，

一般通訳もその70％は大学生であった。当時の日本人では対応できなかっ

た高度な通訳のため，外国人通訳もやとわれており，通訳関連の経費は1

億5000万円にも達した（当時の大卒国家公務員の初
しょ

任
にん

給
きゅう

は約2万円）。

　一般の外国人客向けには，1964年度の通訳案内業（現在の通訳案内士）試

験で，通常試験のほかに在外経験2年以上の者を対象とした臨時試験を実

施して合格者数を増やし，大会時には約2000人のガイドを確保した。

ピクトグラム（絵文字）も活用
街や駅などで言葉が通じずに困っている外国人を助けるために，外

国語が話せる一般市民にボランティアで通訳をしてもらう「善意通訳」（グ

ッドウィル・ガイド）運動も実施された。8か国語を対象にした，約2万5千

人が「善意通訳」に選ばれた。

　ピクトグラム（絵文字）も積極的に使われた。だれがみても意味がわかる

ピクトグラムをデザインするため，日本人グラフィックデザイナーたちは

工夫をこらした。

　こうした言葉の壁をのりこえるさまざまな努力と工夫が，東京オリンピ

ックを成功に導いた。このとき始まった「善意通訳」運動は1970年の大阪万
ばん

博
ぱく

などでも実施されたが，1979年度からは期間を限定せず継続的に実施す

ることとなり，現在にいたっている。ピクトグラムも社会に定着した。

2020年のオリンピックに向けて
このように1964年の東京オリンピックの経験が，日本社会の国際化

をうながした。グローバル化が進んだ現在，日本人が留学する機会や，外

国人に接する機会は格段に増えた。テクノロジーも進歩し，インターネッ

トに接続された携帯端末を通じ，さまざまな情報が瞬
しゅん

時
じ

にやりとりできる。

　いま，2020年の東京オリンピック・パラリンピックに向けて言葉の壁を

なくすべく，多様な言語に対応できる通訳の養成はもちろん，携帯端末を

通じた多言語音声翻訳システムの高度化もめざされている。こうした国際

的な舞台において，通訳としてかかわりたいと思っている人は，みなさん

のなかにもいるだろう。2020年の東京オリンピック・パラリンピックは，

日本社会にどのような変化をもたらすだろうか。
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言葉の壁をこえるオリンピック
学生がささえた1964年のオリンピック通訳
オリンピックには，世界中のさまざまな国や地域から多くの人々が

やってくる。1964（昭和39）年の東京オリンピックより前のオリンピック開

催地は欧米諸国であり，オリンピックの公
こう

用
よう

語である英語，またはフラン

ス語（仏語）が通用する国であったが，日本はそうではなかった。そのため

日本が言葉の問題にうまく対処できるかどうかが懸
け

念
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された。

　東京オリンピック組織委員会は，スムーズな大会運営のために，参加選
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た高度な通訳のため，外国人通訳もやとわれており，通訳関連の経費は1

億5000万円にも達した（当時の大卒国家公務員の初
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は約2万円）。

　一般の外国人客向けには，1964年度の通訳案内業（現在の通訳案内士）試

験で，通常試験のほかに在外経験2年以上の者を対象とした臨時試験を実

施して合格者数を増やし，大会時には約2000人のガイドを確保した。

ピクトグラム（絵文字）も活用
街や駅などで言葉が通じずに困っている外国人を助けるために，外

国語が話せる一般市民にボランティアで通訳をしてもらう「善意通訳」（グ

ッドウィル・ガイド）運動も実施された。8か国語を対象にした，約2万5千

人が「善意通訳」に選ばれた。

　ピクトグラム（絵文字）も積極的に使われた。だれがみても意味がわかる

ピクトグラムをデザインするため，日本人グラフィックデザイナーたちは

工夫をこらした。

　こうした言葉の壁をのりこえるさまざまな努力と工夫が，東京オリンピ

ックを成功に導いた。このとき始まった「善意通訳」運動は1970年の大阪万
ばん

博
ぱく

などでも実施されたが，1979年度からは期間を限定せず継続的に実施す

ることとなり，現在にいたっている。ピクトグラムも社会に定着した。

2020年のオリンピックが変える日本社会
このように1964年の東京オリンピックの経験が，日本社会の国際化

をうながした。グローバル化が進んだ現在，日本人が留学する機会や，外

国人に接する機会は格段に増えた。テクノロジーも進歩し，インターネッ

トに接続された携帯端末を通じ，さまざまな情報が瞬
しゅん

時
じ

にやりとりできる。

　2020年の東京オリンピック・パラリンピックでは，言葉の壁をなくすべ

く，多様な言語に対応できる通訳はもちろん，インターネットとAI（人工

知能）の技術を活用した翻訳ツールも登場している。今後も観光やビジネ

ス，留学などのために日本をおとずれる外国人は増え，日本社会のグロー

バル化が進むだろう。2020年の東京オリンピック・パラリンピックをきっ

かけに，日本社会はどのように変わっていくだろうか。

bp.257

bp.257

q学生通訳（左）

q1964年の東京オリンピック
のときに開発されたピクトグ
ラム

q話しかけると外国語に翻訳
してくれる多言語音声翻訳ア
プリの一つ

5

10

15

20

25

30

35

歴史を探る　273

東京

札幌

青森

盛岡秋田

仙台
山形

福島

水戸宇都宮前橋

さいたま
千葉

横浜

新潟

富山金沢

福井
甲府

長野

岐阜

静岡
名古屋

津
大津京都

大阪
神戸 奈良

和歌山

鳥取
松江

岡山
広島

山口
徳島

高松

松山

高知
福岡

佐賀

長崎 熊本

大分

宮崎
鹿児島

那覇

北海道

青森県

岩手県秋田県

三重県

山形県 宮城県

福島県

茨城県

栃木県
群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県石川県

福井県 
山梨県

長野県
岐阜県

静岡県
愛知県

滋賀県京都府

大阪府

兵庫県

奈良県
和歌山県

鳥取県
島根県

岡山県
広島県

山口県

徳島県
香川県

愛媛県 高知県
福岡県

佐賀県

長崎県 熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

白神
山地

屋久島

日光の
社寺

姫路城

厳島神社

長崎と天草地方の潜伏
キリシタン関連遺産

 古都京都の
文化財（京都市，
宇治市，大津市）

石見銀山遺跡と
その文化的景観

古都奈良の文化財
ほうりゅう じ

法隆寺地域の仏教建造物

白川郷・五箇山の
合掌造り集落

ご   か  やま

こ   と

がっしょうづく

しらかみ

にっこう

しらかわごう

いわ み ぎんざん い せき
ひめ じ  

いつくしまじんじゃ

あまくさ せんぷく

や　く しま

知床
しれとこ

紀
き

伊
い

山地の
霊
れい

場
じょう

と参
さん

詣
けい

道
みち

琉球王国のグスク
及び関連遺産群

とみおかせい し じょう

富岡製糸場と
絹産業遺産群

りゅうきゅう

国立西洋美術館本館（ル・コル
ビュジエの建築作品－近代建築
運動への顕著な貢献－の7か国
にまたがる構成資産の一つ）

けんちょ こうけん

0 200km0 100km

小笠原諸島
お がさわら

「神宿る島」宗像・沖ノ島
と関連遺産群

むなかた おき の しま

日本の「世界遺産」
1972（昭和47）年にユネスコ総会で採

さい

択
たく

された世界遺産条約に
もとづいて，登録が決定されている。2018（平成30）年現在，

日本にある世界遺産は，文化遺産
18件と自然遺産4件である。
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し

跡
せき

と
特別名

めい

勝
しょう

にも指定されている。

原爆ドーム　戦後すぐは取り壊しを求
める声も多かったが，広島に投下され
た原爆の惨

さん

禍
か

を後
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て，被
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として人々に親しまれるととも
に，霊
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ほう

としても多くの人々に
あがめられてきた。現在も国内
外から多くの登山者がおとずれ
る。

明治日本の産業革命遺産　製
鉄・製鋼，造船，石炭産業　日本
各地の23の資産で構成されてい
る。写真の端

は

島
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は，最
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には5000人以上が住んでいたが，
1972年に石炭の採
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掘
くつ

事業がおわ
り，全住民が島を出た。

もっと調べてみよう
日本にはどのような歴史遺産が残されているのか，

次に登録されているものについて調べてみよう。
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原 文 訂 正 文

別 紙 1



飛
鳥
時
代

天皇 総理 西暦 年号 政治・経済・社会 文化 世界

296　巻末年表

	1950	文化財保護法制定
金閣全焼

	 51	ユネスコ加盟　民
間ラジオ放送開始

	 53	テレビ放送開始
	 54	平城宮跡発掘開始
	 56	新教育委員会法公

布　南極観測始ま
る

	 57	東海村原子炉点火
	 59	メートル法実施
	 60	カラーテレビ放送

開始
	 62	国産第１号原子炉

点火
	 64	東海道新幹線開通

東京オリンピック開
催

	 65	同和対策審議会答
申

	68〜69		大学紛争激化
	 70	日本初人工衛星打

ち上げ　
		 日本万国博開催
	 72	札幌冬季オリン

ピック開催　高松
塚古墳壁画発見

	 75	沖縄海洋博開催

	 78	稲荷山古墳出土鉄
剣の文字発見

	 79	共通一次試験始ま
る　太安万侶の墓
誌発見

	 81	常用漢字表告示
	 82	教科書検定，外交

問題化

	 87	臨時教育審議会答
申

	 88	青函トンネル・瀬戸
大橋開通

	 89	吉野ヶ里遺跡で環
濠集落跡発見

	 93	法隆寺地域の仏教
建造物・姫路城・
白神山地・屋久島
が世界遺産に登録

	 94	三内丸山遺跡で縄
文集落跡発掘

	 97	臓器移植法成立
	 98	奈良県キトラ古墳

で最古級の星宿図
発見

	 99	奈良県飛鳥池遺跡
で富本銭大量出土

	2000	旧石器発掘ねつ造
発覚

	2002	日韓共催サッカー
ワールドカップ

	1954	周・ネルー，平和五
原則声明

	 	 インドシナ休戦協定
	 55	アジア・アフリカ会議
	 	 ワルシャワ条約機構
		 ジュネーヴ4巨頭会談
	 56	スエズ動乱
		 ハンガリー事件
	 57	 EEC調印	

ソ連，ICBM・人工
衛星打ち上げに成功

	 58	米，人工衛星打ち上
げに成功	
アラブ連合成立

	 59	キューバ革命
		 中印国境紛争（〜1962）
	 62	キューバ危機
	 63	部分的核実験停止

条約成立
	 65	米，北ベトナム爆撃

(北爆)　印パ紛争
	 66	中国の文化大革命始

まる
	 67	中東戦争(第３次)
	 68	核兵器拡散防止条

約調印　ソ連・東欧
軍，チェコ侵入

	 69	アポロ11号月面着陸
	 71	ドル・ショック
		 中華人民共和国，

国連代表権を回復
	 72	ニクソン訪中
	 73	ベトナム和平協定
		 中東戦争(第４次)
	 79	米中国交樹立	

ソ連，アフガニスタ
ン侵攻

	 80	イラン・イラク戦争	
(〜1988)

	 82	反核運動広がる
	 86	［ソ］チェルノブイリ

原発事故
	 87	米ソINF全廃条約
	 89	東欧の民主化広がる
		 ［中］天安門事件
	 90	イラク，クウェート

侵攻　韓ソ国交樹立
		 東西ドイツ統一
	 91	湾岸戦争
		 カンボジア和平協定
		 ［ソ］共産党の解体

バルト３国独立	
ソヴィエト連邦解体

	 93	 EU成立
	 96	国連で包括的核実

験禁止条約採択
	 97	香港，中国に返還
	 99	マカオ，中国に返還
		 欧州単一通貨ユーロ

がスタート
	2000	南北朝鮮首脳初会談
	2001	［米］同時多発テロ

事件

 03	イラク戦争

昭和	 吉田	 1948	 昭和23	 11	極東軍事裁判判決　12	経済安定九原則を指示
〃	 〃	 1949	 24	 3	ドッジ・ライン　8	松川事件　シャウプ勧告
〃	 〃	 1950	 25	 7	総評結成　8 警察予備隊設置　9	レッド・パー

ジ
〃	 〃	 1951	 26	 9	サンフランシスコ平和条約・日米安保条約調印
〃	 〃	 1952	 27	 2	日米行政協定調印　4	日華平和条約調印
	 	 	 	 	5	メーデー事件　7	破壊活動防止法公布　8	IMF

加盟　10	保安隊発足
〃	 〃	 1954	 29	 3	日米MSA協定調印　7	自衛隊発足
〃	 鳩山	 1955	 30	 10	社会党統一　11	自由民主党結成(保守合同)
〃	 〃	 1956	 31	 5	日ソ漁業条約調印　10	日ソ共同宣言　12	国連

加盟
〃	 岸	 1957	 32	 10	国連安全保障理事会の非常任理事国に当選
〃	 〃	 1959	 34	 4	日米安保条約改定問題で安保闘争おこる(〜60)
〃	 〃	 1960	 35	 1	日米新安保条約調印　民主社会党結成
〃	 池田			   1〜10	三池争議　12	国民所得倍増計画発表
〃	 〃	 1961	 36	 6	農業基本法公布
〃	 〃	 1964	 39	 4	IMF８条国移行　OECD加盟　11	公明党結成
〃	 佐藤	 1965	 40	 5	ILO	87号条約承認　6	日韓基本条約調印
〃	 〃	 1967	 42	 8	公害対策基本法公布(70年改正)
〃	 〃	 1968	 43	 6	小笠原諸島返還実現　この年GNP資本主義国

第２位

〃	 〃	 1970	 45	 2 日本，核拡散防止条約調印　6	安保条約自動延
長

〃	 〃	 1971	 46	 6	沖縄返還協定調印　7	環境庁発足　12	円切り
上げ（1ドル308円）

〃	 田中	 1972	 47	 5	沖縄返還実現　9	日中共同声明(日中国交正常
化)

〃	 〃	 1973	 48	 2	円の変動相場制移行　この年石油ショック始ま
る

〃	 三木	 1976	 51	 2	ロッキード事件問題化　6	新自由クラブ結成
〃	 福田	 1978	 53	 8	日中平和友好条約調印
〃	 大平	 1979	 54	 6	第5回先進国首脳会議(サミット)，東京で開催
〃	 鈴木	 1980	 55	 6	衆参同日選挙
〃	 〃	 1982	 57	 8 公職選挙法改正(参院に比例代表制)　11	中曽

根内閣成立
〃	 中曽根	 1985	 60	 6	男女雇用機会均等法公布　9	先進5か国蔵相・

中央銀行総裁会議（G5）
〃	 〃	 1986	 61	 8	新自由クラブ解党　11	国鉄改革関連法成立(87

年民営化)
〃	 〃	 1987	 62	 5	予算成立(防衛費，GNP	1％枠突破)　11	竹下

内閣成立
〃	 竹下	 1988	 63	 7	リクルート事件発覚　12	消費税法公布
今上	 海部	 1989	 平成元	 4	消費税導入　7	参議院で与野党逆転
〃	 〃	 1990	 2	 6	日米構造協議最終決着　11	即位式・大嘗祭挙行
〃	 〃	 1991	 3	 4	掃海艇ペルシャ湾派遣　11	宮沢内閣成立
〃	 宮沢	 1992	 4	 6	国連平和維持活動(PKO)協力法成立
〃	 細川	 1993	 5	 8	非自民8党派連立内閣成立
〃	 羽田	 1994	 6	 3	公職選挙法改正(小選挙区比例代表並立制)　6	

村山内閣成立
〃	 村山	 1995	 7	 1	阪神・淡路大震災　3	地下鉄サリン事件
〃	 橋本	 1996	 8	 2	エイズ薬害で厚相謝罪
〃	 〃	 1997	 9	 5	アイヌ文化振興法成立　12	京都議定書採択　

介護保険法成立
〃	 橋本	 1998	 10	 4	金融ビッグバン始まる　7	小渕内閣成立
〃	 小渕	 1999	 11	 5	情報公開法・ガイドライン関連法成立　8	国旗・

国歌法公布，施行

〃	 小渕・森	 2000	 12	 1	憲法調査会設置

〃	 森・小泉	 2001	 13	 1	省庁再編　4	小泉内閣成立　10	テロ対策特別
措置法成立

〃	 小泉	 2002	 14	 9	日朝首脳初会談　平壌宣言　北朝鮮，日本人
拉致事実認める

〃	 〃	 2003 15 6 有事法制関連３法成立　7	イラク復興支援特別
措置法成立

飛
鳥
時
代

天皇 総理 西暦 年号 政治・経済・社会 文化 世界

296　巻末年表

	1950	文化財保護法制定
金閣全焼

	 51	ユネスコ加盟　民
間ラジオ放送開始

	 53	テレビ放送開始
	 54	平城宮跡発掘開始
	 56	新教育委員会法公

布　南極観測始ま
る

	 57	東海村原子炉点火
	 59	メートル法実施
	 60	カラーテレビ放送

開始
	 62	国産第１号原子炉

点火
	 64	東海道新幹線開通

東京オリンピック開
催

	 65	同和対策審議会答
申

	68〜69		大学紛争激化
	 70	日本初人工衛星打

ち上げ　
		 日本万国博開催
	 72	札幌冬季オリン

ピック開催　高松
塚古墳壁画発見

	 75	沖縄海洋博開催

	 78	稲荷山古墳出土鉄
剣の文字発見

	 79	共通一次試験始ま
る　太安万侶の墓
誌発見

	 81	常用漢字表告示
	 82	教科書検定，外交

問題化

	 87	臨時教育審議会答
申

	 88	青函トンネル・瀬戸
大橋開通

	 89	吉野ヶ里遺跡で環
濠集落跡発見

	 93	法隆寺地域の仏教
建造物・姫路城・
白神山地・屋久島
が世界遺産に登録

	 94	三内丸山遺跡で縄
文集落跡発掘

	 97	臓器移植法成立
	 98	奈良県キトラ古墳

で最古級の星宿図
発見

	 99	奈良県飛鳥池遺跡
で富本銭大量出土

	2000	旧石器発掘ねつ造
発覚

	2002	日韓共催サッカー
ワールドカップ

	1954	周・ネルー，平和五
原則声明

	 	 インドシナ休戦協定
	 55	アジア・アフリカ会議
	 	 ワルシャワ条約機構
		 ジュネーヴ4巨頭会談
	 56	スエズ動乱
		 ハンガリー事件
	 57	 EEC調印	

ソ連，ICBM・人工
衛星打ち上げに成功

	 58	米，人工衛星打ち上
げに成功	
アラブ連合成立

	 59	キューバ革命
		 中印国境紛争（〜1962）
	 62	キューバ危機
	 63	部分的核実験停止

条約成立
	 65	米，北ベトナム爆撃

(北爆)　印パ紛争
	 66	中国の文化大革命始

まる
	 67	中東戦争(第３次)
	 68	核兵器拡散防止条

約調印　ソ連・東欧
軍，チェコ侵入

	 69	アポロ11号月面着陸
	 71	ドル・ショック
		 中華人民共和国，

国連代表権を回復
	 72	ニクソン訪中
	 73	ベトナム和平協定
		 中東戦争(第４次)
	 79	米中国交樹立	

ソ連，アフガニスタ
ン侵攻

	 80	イラン・イラク戦争	
(〜1988)

	 82	反核運動広がる
	 86	［ソ］チェルノブイリ

原発事故
	 87	米ソINF全廃条約
	 89	東欧の民主化広がる
		 ［中］天安門事件
	 90	イラク，クウェート

侵攻　韓ソ国交樹立
		 東西ドイツ統一
	 91	湾岸戦争
		 カンボジア和平協定
		 ［ソ］共産党の解体

バルト３国独立	
ソヴィエト連邦解体

	 93	 EU成立
	 96	国連で包括的核実

験禁止条約採択
	 97	香港，中国に返還
	 99	マカオ，中国に返還
		 欧州単一通貨ユーロ

がスタート
	2000	南北朝鮮首脳初会談
	2001	［米］同時多発テロ

事件

 03	イラク戦争

昭和	 吉田	 1948	 昭和23	 11	極東軍事裁判判決　12	経済安定九原則を指示
〃	 〃	 1949	 24	 3	ドッジ・ライン　8	松川事件　シャウプ勧告
〃	 〃	 1950	 25	 7	総評結成　8 警察予備隊設置　9	レッド・パー

ジ
〃	 〃	 1951	 26	 9	サンフランシスコ平和条約・日米安保条約調印
〃	 〃	 1952	 27	 2	日米行政協定調印　4	日華平和条約調印
	 	 	 	 	5	メーデー事件　7	破壊活動防止法公布　8	IMF

加盟　10	保安隊発足
〃	 〃	 1954	 29	 3	日米MSA協定調印　7	自衛隊発足
〃	 鳩山	 1955	 30	 10	社会党統一　11	自由民主党結成(保守合同)
〃	 〃	 1956	 31	 5	日ソ漁業条約調印　10	日ソ共同宣言　12	国連

加盟
〃	 岸	 1957	 32	 10	国連安全保障理事会の非常任理事国に当選
〃	 〃	 1959	 34	 4	日米安保条約改定問題で安保闘争おこる(〜60)
〃	 〃	 1960	 35	 1	日米新安保条約調印　民主社会党結成
〃	 池田			   1〜10	三池争議　12	国民所得倍増計画発表
〃	 〃	 1961	 36	 6	農業基本法公布
〃	 〃	 1964	 39	 4	IMF８条国移行　OECD加盟　11	公明党結成
〃	 佐藤	 1965	 40	 5	ILO	87号条約承認　6	日韓基本条約調印
〃	 〃	 1967	 42	 8	公害対策基本法公布(70年改正)
〃	 〃	 1968	 43	 6	小笠原諸島返還実現　この年GNP資本主義国

第２位

〃	 〃	 1970	 45	 2 日本，核拡散防止条約調印　6	安保条約自動延
長

〃	 〃	 1971	 46	 6	沖縄返還協定調印　7	環境庁発足　12	円切り
上げ（1ドル308円）

〃	 田中	 1972	 47	 5	沖縄返還実現　9	日中共同声明(日中国交正常
化)

〃	 〃	 1973	 48	 2	円の変動相場制移行　この年石油ショック始ま
る

〃	 三木	 1976	 51	 2	ロッキード事件問題化　6	新自由クラブ結成
〃	 福田	 1978	 53	 8	日中平和友好条約調印
〃	 大平	 1979	 54	 6	第5回先進国首脳会議(サミット)，東京で開催
〃	 鈴木	 1980	 55	 6	衆参同日選挙
〃	 〃	 1982	 57	 8 公職選挙法改正(参院に比例代表制)　11	中曽

根内閣成立
〃	 中曽根	 1985	 60	 6	男女雇用機会均等法公布　9	先進5か国蔵相・

中央銀行総裁会議（G5）
〃	 〃	 1986	 61	 8	新自由クラブ解党　11	国鉄改革関連法成立(87

年民営化)
〃	 〃	 1987	 62	 5	予算成立(防衛費，GNP	1％枠突破)　11	竹下

内閣成立
〃	 竹下	 1988	 63	 7	リクルート事件発覚　12	消費税法公布
	 海部	 1989	 平成元	 4	消費税導入　7	参議院で与野党逆転

〃	 〃	 1990	 2	 6	日米構造協議最終決着　11	即位式・大嘗祭挙行
〃	 〃	 1991	 3	 4	掃海艇ペルシャ湾派遣　11	宮沢内閣成立
〃	 宮沢	 1992	 4	 6	国連平和維持活動(PKO)協力法成立
〃	 細川	 1993	 5	 8	非自民8党派連立内閣成立
〃	 羽田	 1994	 6	 3	公職選挙法改正(小選挙区比例代表並立制)　6	

村山内閣成立
〃	 村山	 1995	 7	 1	阪神・淡路大震災　3	地下鉄サリン事件
〃	 橋本	 1996	 8	 2	エイズ薬害で厚相謝罪
〃	 〃	 1997	 9	 5	アイヌ文化振興法成立　12	京都議定書採択　

介護保険法成立
〃	 橋本	 1998	 10	 4	金融ビッグバン始まる　7	小渕内閣成立
〃	 小渕	 1999	 11	 5	情報公開法・ガイドライン関連法成立　8	国旗・

国歌法公布，施行
〃	 小渕・森	 2000	 12	 1	憲法調査会設置

〃	 森・小泉	 2001	 13	 1	省庁再編　4	小泉内閣成立　10	テロ対策特別
措置法成立

〃	 小泉	 2002	 14	 9	日朝首脳初会談　平壌宣言　北朝鮮，日本人
拉致事実認める

〃	 〃	 2003 15 6 有事法制関連３法成立　7	イラク復興支援特別
措置法成立

明仁（平
成の天皇）

天皇 総理 西暦 年号 政治・経済・社会 文化 世界

巻末年表　297

 2005 日本国際博覧会
(愛知万博)開催

 10 改正臓器移植法施
行　常用漢字表改
定　小惑星探査機
はやぶさ，地球に
帰還

 11 サッカー女子ワール
ドカップで日本代
表が初優勝

 13 富士山が世界遺産
に登録　2020年オ
リンピック・パラリ
ンピックの東京開
催が決定

 2004 EU25か国に
  スマトラ沖地震
 05 京都議定書発効

 06 北朝鮮，核実験

 08 四川大地震
  世界金融危機拡大

 11 チュニジア・エジプ
ト・リビアで独裁
政権崩壊　南スー
ダン独立　世界の
人口70億人突破

 15 米・キューバ，54
年ぶりに国交回復

  パリ協定採択

 17 国連で核兵器禁止
条約採択

今上 小泉 2004 平成16 1 自衛隊イラク派遣　6 年金改革関連法・有事法
制関連７法成立

〃 〃 2005 17 4 個人情報保護法全面施行　10 郵政民営化法成
立（2007年民営化）

〃 小泉･安倍 2006 18 5 会社法施行　日米政府，在日米軍再編合意　
12 改正教育基本法成立

〃 安倍･福田 2007 19 5 国民投票法成立
〃 福田･麻生 2008 20 1 薬害肝炎救済法成立　4 後期高齢者医療制度導

入
〃 麻生･鳩山 2009 21 5 裁判員制度導入　6 海賊対処法成立　9 民主党

中心の連立政権成立
〃 鳩山･菅 2010 22 4 宮崎で口蹄疫被害発生　8 広島平和記念式典に

国連事務総長・米大使初出席
〃 菅･野田 2011 23 3 東日本大震災　福島県で原子力発電所の事故発

生
〃 野田･安倍 2012 24 5 国内の原子力発電所がすべて停止（7月に大飯原

発が再稼働，2013年9月に再度停止）
〃 安倍 2013 25 4 改正公職選挙法成立（インターネットを使った選

挙運動解禁）　12 特定秘密保護法成立
〃 〃 2014 26 1 国家安全保障局発足　7 集団的自衛権行使を限

定容認する政府見解を閣議決定
〃 〃 2015 27 6 改正公職選挙法成立（選挙権年齢を18 歳以上

に引き下げ）　8 川内原発が新規制基準下で初の
再稼働　9 安全保障関連法成立

〃 〃 2016 28 5 米大統領が現職大統領として初の広島訪問
〃 〃 2017 29 6 天皇の退位等に関する皇室典範特例法成立　

改正組織犯罪処罰法成立（テロ等準備罪の新設）
〃 〃 2018 30 6 改正民法成立（成人年齢を18 歳に引き下げ）

日本の歴史では，「奈良時代」「江戸時代」など，国の政治が行われた場所などをもとに時代が区切られ，名前がつ
けられている。下は等尺年表といい，各時代がどのくらいの長さかを示している。

干支は，中国の殷の時代にはすでに使われていたといわれる年代のあらわし方で，五行十干と十二支の組み合わせで
つくられ，60年で一回り（還暦）する。また十二支は，江戸時代まで時刻や方位をあらわすのにも使われていた。
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天皇 総理 西暦 年号 政治・経済・社会 文化 世界

巻末年表　297

 2005 日本国際博覧会
(愛知万博)開催

 10 改正臓器移植法施
行　常用漢字表改
定　小惑星探査機
はやぶさ，地球に
帰還

 11 サッカー女子ワール
ドカップで日本代
表が初優勝

 13 富士山が世界遺産
に登録　2020年オ
リンピック・パラリ
ンピックの東京開
催が決定

 2004 EU25か国に
  スマトラ沖地震
 05 京都議定書発効

 06 北朝鮮，核実験

 08 四川大地震
  世界金融危機拡大

 11 チュニジア・エジプ
ト・リビアで独裁
政権崩壊　南スー
ダン独立　世界の
人口70億人突破

 15 米・キューバ，54
年ぶりに国交回復

  パリ協定採択

 17 国連で核兵器禁止
条約採択

 19 米露のINF全廃条
約が失効

 小泉 2004 平成16 1 自衛隊イラク派遣　6 年金改革関連法・有事法
制関連７法成立

〃 〃 2005 17 4 個人情報保護法全面施行　10 郵政民営化法成
立（2007年民営化）

〃 小泉･安倍 2006 18 5 会社法施行　日米政府，在日米軍再編合意　
12 改正教育基本法成立

〃 安倍･福田 2007 19 5 国民投票法成立
〃 福田･麻生 2008 20 1 薬害肝炎救済法成立　4 後期高齢者医療制度導

入
〃 麻生･鳩山 2009 21 5 裁判員制度導入　6 海賊対処法成立　9 民主党

中心の連立政権成立
〃 鳩山･菅 2010 22 4 宮崎で口蹄疫被害発生　8 広島平和記念式典に

国連事務総長・米大使初出席
〃 菅･野田 2011 23 3 東日本大震災　福島県で原子力発電所の事故発

生
〃 野田･安倍 2012 24 5 国内の原子力発電所がすべて停止（7月に大飯原

発が再稼働，2013年9月に再度停止）
〃 安倍 2013 25 4 改正公職選挙法成立（インターネットを使った選

挙運動解禁）　12 特定秘密保護法成立
〃 〃 2014 26 1 国家安全保障局発足　7 集団的自衛権行使を限

定容認する政府見解を閣議決定
〃 〃 2015 27 6 改正公職選挙法成立（選挙権年齢を18 歳以上

に引き下げ）　8 川内原発が新規制基準下で初の
再稼働　9 安全保障関連法成立

〃 〃 2016 28 5 米大統領が現職大統領として初の広島訪問
〃 〃 2017 29 6 天皇の退位等に関する皇室典範特例法成立　

改正組織犯罪処罰法成立（テロ等準備罪の新設）
〃 〃 2018 30 6 改正民法成立（成人年齢を18 歳に引き下げ）
    12 TPP11協定発効
今上 〃 2019 令和元 5 皇位継承にともない平成から令和へ改元
    6 金融・世界経済に関する首脳会合（G20 サミット），

大阪で開催

明仁（平
成の天皇）

日本の歴史では，「奈良時代」「江戸時代」など，国の政治が行われた場所などをもとに時代が区切られ，名前がつ
けられている。下は等尺年表といい，各時代がどのくらいの長さかを示している。

干支は，中国の殷の時代にはすでに使われていたといわれる年代のあらわし方で，五行十干と十二支の組み合わせで
つくられ，60年で一回り（還暦）する。また十二支は，江戸時代まで時刻や方位をあらわすのにも使われていた。
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